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ダイバーによるサンゴ礁
海洋保全への取組

北谷町宮城海岸の現状

沖縄県ダイビング安全対策協議会

環境担当副会長 横井謙典
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９９年５月２日の日曜日

ライトバン ３１台

ダイバー陸上 １９８人

計 ２５０人ぐらい

１９９９年５月１日～５日

延べ人数 千人余り

長さ１５００メートル

幅 ３００メートル

年間 約２万人

１９８８年 ３店舗

１９９５年 １１店舗

２０００年 ２２店舗

２００６年 ２５店舗

２００８年 ３４店舗
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宮城海岸の現状の問題点

• 漁場の減少から宮城海岸での漁業を考える海人も
いる
– 宜野湾下水処理場・アラハビーチ・サンセットビーチ・マ
リーナ埋め立て

– 海洋資源減少などで、水揚げ減少

• 地域住民とのトラブル
– 駐車場問題や着替えやマナーの問題
– 違法駐車によるトラブル
– 遊歩道の占領

• ダイビング側
– 水中環境の悪化（サンゴ減少・生物の減少）
– 水面移動や浅瀬での練習の混雑や移動経路の妨げ
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協定書の意味とダイバーが求めるもの

• 漁協と歩み寄ることで、防波堤工事への要望を共に
要請することができる。
– 現状の個人単位では無理

• 漁協と協力することで、宮城海岸保全活動や再生
活動ができる。
– サンゴ植え付け・稚魚放流・チェーン設置・フロート設置用
金具設置・

– 将来的には：漁礁・沈潜などの要望

• ダイビングエリアでの漁業ができなくなることや、漁
業保証金無しで防波堤を海側へ伸ばす時の漁協へ
の協力金


